
 

 

 

平成１７年１０月３日 

社 会 保 険 庁 

 

 

１．概要 

平成１７年１０月３日（月）から、年金を請求する方の利便性の向上と裁定

請求漏れを防ぐため、老齢基礎年金および老齢厚生年金の受給年齢を迎える

方々に、年金加入記録等をあらかじめ印字した年金の請求書（「裁定請求書」）

や「年金に関するお知らせ（はがき）」を初めて送付することとしました。 

これにより、年金請求の手続きが、従来に比べ格段に楽になります。 

 

２．送付時期、送付対象者等 

（１）６０歳になる３か月前に送付（注１） 

① ６０歳に特別支給の老齢厚生年金の受給権（年金を受け取る権利）が発生

する方については、基礎年金番号、氏名、生年月日、性別、住所及び年金加

入記録をあらかじめ印字した「裁定請求書」を送付します。 

② ６５歳から老齢基礎年金、老齢厚生年金（厚生年金保険・船員保険の加入

期間がある方）の受給権が発生する方については、受給資格がある旨および

特別支給の老齢厚生年金の受給権（注２）について記載した「年金に関する

お知らせ（はがき）」を送付します。 

③ 社会保険庁が基礎年金番号で管理している年金加入記録のみでは、老齢基

礎年金の受給資格が確認できない方については、年金加入期間の確認を促す

ための「年金に関するお知らせ（はがき）」を送付します。 

 

（注１）送付対象者は、昭和２１年１月２日以降生まれの方になります。 

（注２）厚生年金保険の加入期間が１２か月未満であった方が、１２か月以上になっ

たときには、特別支給の老齢厚生年金の受給権が発生します。 

 

年 金 の 請 求 が 楽 に な り ま す ！ 

（裁定請求書の事前送付を始めました！） 

（照会先） 

 社会保険庁社会保険業務センター 

 総務部企画調整課 川田、大窪 

 電話直通 03-5344-1109 



 

 

（２）６５歳になる３か月前に送付（注） 

① ６５歳に老齢基礎年金、老齢厚生年金（厚生年金保険・船員保険の加入期

間がある方）の受給権が発生する方については、基礎年金番号、氏名、生年

月日、性別、住所及び年金加入記録をあらかじめ印字した「裁定請求書」を

送付します。 

② ６０歳から６４歳までの間に特別支給の老齢厚生年金の受給権が発生し

ているにもかかわらず、未だ年金の決定がされていない方については、基礎

年金番号、氏名、生年月日、性別、住所及び年金加入記録をあらかじめ印字

した「裁定請求書」を送付します。 

 

（注）送付対象者は、昭和１６年１月２日以降生まれの方になります。 

 

 

【参考】 

●平成１７年度（平成１７年１０月から平成１８年３月まで）の送付見込み人数 

〔※（ ）内は初回送付人数です。〕 

裁定請求書 

・６０歳に受給権が発生する方・・・・・・・・・・・・・・約３４万人 

（約２万８千人） 

・６５歳に受給権が発生する方・・・・・・・・・・・・・・約１３万人 

（約９千人） 

・６０歳から６４歳までの間に受給権が発生している方・・・・約４万人 

（約２千人） 

お知らせはがき 

・６５歳から受給権が発生する方・・・・・・・・・・・・・約２３万人 

（約８千人） 

・受給資格が確認できない方・・・・・・・・・・・・・・・約１９万人 

（約７千人） 

 

※ 裁定請求書等は、社会保険業務センターから毎週送付します。 

※ 初回（１０月３日）の送付対象者は、昭和２１年 1 月２日から１月 

９日までに生まれた方および昭和１６年１月２日から１月９日までに 

生まれた方です。 

   ※ その後毎週それ以降に生まれた方々への送付を行います。 

 



厚生年金保険・船員保険の加入期間が１２か月以上ある方が （注１）

。そこで、これから６０歳になられる方に年金を

受け取るための手続き用紙 （以下、「裁定請求書」とい

います。）をお送りいたしました。この「裁定請求書」に必要事項を記入し、下記の手順に沿って年金請求

の手続きを行ってください。

なお、この裁定請求書は、６０歳の誕生日の前日（注２）から受付しております。

（注１）「裁定請求書」の１１ページをご覧ください。（注２）法律により、６０歳の誕生日の前日が６０歳の到達

日となります。

 

受給権（年金を受け取る権利）を確認して

から をお送り

します。「裁定請求書」を提出していただい

てから１～２か月後の発送となります。

 

提出してください。

○添付書類が揃っている場合は、郵送で

提出することもできます。

○提出先については、「裁定請求書」の

１５ページをご覧ください。

 

○「裁定請求書」の３ページに、請求される方

の基礎年金番号に登録されている加入期間を

印字しています。印字内容の誤りは訂正して

いただくことになりますが、ご不明な点があ

りましたら、お近くの社会保険事務所または

年金相談センターにお問い合わせください。

○共済組合に加入していた場合は、加入してい

た共済組合より「年金加入期間確認通知書」

を発行してもらってください。

「裁定請求書の記入早わかりポイント」や「裁

定請求書」の中にある「注意事項」をご覧くだ

さい。　

裏面の「添付書類一覧」をご覧の

うえ、必要な書類をご用意ください。

年金のお受け取りがはじまる月の初旬に、

をお送りします。「年金証書・年金裁定通知書」が届いてから１～２か月後

の発送となります。

※厚生年金保険に加入中の方は、勤務先からの報酬により年金額の一部あるいは全額が支給さ

れない場合が あります。また、雇用保険の基本手当（船員保険は失業保険金）受給中は年

金額の全額が支給されません。　(裁定請求書の１５ページ「ご注意ください」（注２）をご覧

ください。）

※年金額の全額が支給されない場合は、お支払いのご案内は送付されません。

６５歳から受給する老齢基礎年金を、６０歳から６４歳の間に繰り上げて受けることができます。
受給の繰り上げを希望する方は、裁定請求書を提出する前にお近くの社会保険事務所にお問い合

わせ ください。（別途、請求の手続きが必要となります。）

１

１．「請求される方」について印字内容を確認し、記入してください。

＊この裁定請求書には、社会保険庁で把握している請求される方の情報をあらかじめ印字しておりますので、
その印字内容をご確認ください。印字内容に誤りがある場合は、二重線を引いて訂正してください。　　　

＊請求される方が記入する箇所は「　　　　　　」の部分です。（◆印欄には、記入しないでください。）

以下について確認のうえ、住所のフリガナ欄に記入し、署名または押印してください。

以下について確認のうえ、電話番号を記入してくだ
さい。

郵便番号

住 所

氏 名 年金

168-8505

杉並区高井戸西3-5-24

太郎 様

１ ５

年金コード

１

届書コード 届
書

（１）印字されている基礎年金番号と異なる記号番号の年金手帳等をお持ちの場合は、その年金手帳の記号番
号をすべて記入してください。 →添付書類一覧の項番１をご覧ください。

1234 - 123456 昭和 21  年 8 月 20 日

電話番号

基礎年金番号

（　　　　　　）－（　　　　　　）－（　　　　　　）

性 別

1
9

2
1

2
2

1 2

◆住所コード

XXX-XXXXXX-XXXXXXXXXXXXXXX

フリガナ

署名または押印欄

男

フリガナ ネンキン タロウ

印

－

－

－

市区町
村

受付年
月日

◆8
社会保
険事務
所等

受付年
月日

ターンアラウンド用

厚生年金保
険

国 民 年 金
船 員 保 険

の
手帳記号番

号

◆進 達 番 号

01

◆作成原因6 7

添
付

（２）住民票コードがわかる場合は、記入してください。（住民票コードを記入していただくことにより、　
　　「請求される方」の生年月日に関する書類の添付が省略できます。）　　　　　　　　　　　　　　　　

→添付書類一覧の項番２をご覧ください。

００ ７

届書

7
9

請求者の住民票コード

添
付

差 出 人

○○○局

料 金 後 納
郵 便

999-9999
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸx

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸx 様

999-99999999-999999999999999

年金に関するお知らせ

ご案内は内側にあります。ここからゆっくりはがしてご覧ください。
なお、水に濡れている時は、よく乾かしてからおはがしください。

　〒181-8501
東京都三鷹市下連雀５丁目７番１号

　　　　　　　ＮＴＴ　ＤＡＴＡ　三鷹ビル３F

（※宛先不明の場合は上記にご返送ください。）

【お問い合わせ先】
『ねんきんダイヤル』（裏面をご覧ください。）

「裁定請求書の事前送付」の概要

裁定請求書等の送付
（６０歳・６５歳到達の

３か月前）

社

会

保

険

庁

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

○ 記載事項の確認

○ 必要事項の記入

○ 必要書類の添付

被保険者 社会保険事務所

受

付

郵送または来訪

裁

定
○ 基本情報を印字
　　　（基礎年金番号、氏名、性別、　

生年月日、住所）

○ 年金加入記録を印字

年金電話
相談センター

(注）　　　　　　　　　　　
平成17年10月31日から
『ねんきんダイヤル』

照会・回答

・受給資格を満たしている方

「年金に関するお知らせ
（はがき）」の送付

（６０歳到達の３か月前）

・６０歳到達後に受給権が発生す
る方

・受給資格が確認できない方

○ 年金加入期間を印字

○ 記載事項の確認

○ 記録の調査依頼

記録の調査・整備

来 訪案内はがき

年金を請求されるみなさまへ

裁定請求書



年金請求をされる方に裁定請求書を送付します！  
 
平成１７年１０月３日（月）から、年金請求される方の利便性の向上と年金の請求もれを防ぐため、社会保険庁が管理している年金加入記録を   

もとに、年金の請求書（「裁定請求書」）をお送りします。 

６０歳になるとき 
（３か月前） 

（昭和２１年生まれ） 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

６５歳になるとき 
（３か月前） 

（昭和１６年生まれ） 

５８歳になったとき

（翌々月） 
（昭和２１年生まれ）

                  
 
 
 
                                                 
 
 
 

                                  
                 

 
 
 
 
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト 

 
裁定請求書 

 
基礎年金番号、

氏名、生年月日、

性別、住所、 

年金加入記録を

事前に打ち出し 

 
 
 
年金加入記録の

お知らせ 
（５８歳通知） 
を送付された方 
 

 
６０歳になられた際に受給権が発生する方

（約３４万人） 
 

受
給
資
格
（
期
間
要
件
）
が
あ
る
方 

６１～６５歳で受給権が発生する方 

（約２３万人） 
例：厚生年金期間が１２月ない方 

   厚生年金期間がもうすぐ１２月になる方 
国民年金期間のみの方 

６５歳になられた際にはじめて受給権が 

発生する方（約１３万人） 
 
６５歳前に受給権が発生しているにもかか

わらず、年金を請求していない方（約４万人） 

 
裁定請求書 
      

基礎年金番号、

氏名、生年月日、

性別、住所、

年金加入記録を

事前に打ち出し

社会保険庁が管理している記録だけでは受給資格を 

確認できない方（約１９万人） 

裁定請求 
の案内 
(はがき) 
 

裁定請求 
の案内 
(はがき) 

※ 年金の受給資格を満たすためには、原則、年金の加入期間が２５年必要です。通常の場合、厚生年金の期間が１年以上ある方は６０歳から    

特別支給の老齢厚生年金の受給権が発生します。それ以外の方は６５歳から老齢厚生年金・老齢基礎年金の受給権が発生します。 
※ （  ）内の数字は、平成１７年度（平成１７年１０月から平成１８年３月まで）の送付見込み人数です。 
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